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平成２３年１１月 全国百貨店売上高概況 

平成２３年１２月１９日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ５,４６５億円余 

２．前年同月比     －１.９％（店舗数調整後／５か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ８６社 ２５４店 （平成２３年１０月対比±０店） 

４．総店舗面積     ６,４１７,０３９㎡ （前年同月比：－０.３％） 

５．総従業員数     ８８,１０７人 （前年同月比：－５.８％） 

６．３か月移動平均値   4-6 月 －１.２％、5-7 月 －０.７％、6-8 月 －０.４％、 

             7-9 月 －１.２％、8-10 月 －１.５％、9-11 月 －１.６％ 

 

  ［参考］平成 22 年 11 月の売上高増減率は－０.５％（店舗数調整後） 

 

 

【１１月売上の特徴】 

５か月連続の前年同月比マイナスであるが、減少幅は１％台に収まっており、景気の先行

きに不透明感はあるものの、足元の状況としては比較的堅調に推移した。なお、基調を示す

３か月移動平均値は、６期連続で２％未満の減少率と 4-6 月以降ほぼ横ばい状況にある。 

１１月は、月の前半まで全国的に気温が高く降雨量の多い不安定な天候が続いたため、最

盛期を迎えたコートやブーツなど主力の冬物ファッション商材が苦戦をしたほか、入店客数

にも影響を受けた。一方、大都市旗艦店を中心に高級時計や輸入特選雑貨などの高額商材が

好調を維持したことや、下旬からの冷え込みで防寒衣料の動きが活発化するなど復調の兆し

も見えたが、中旬までの不振を全て挽回するまでには至らなかった。 

   具体的な動向としては、復興需要を背景に東北地区が好調（仙台：＋１１.３％､東北：＋１.７％）を維

持したこと、新店・増床効果から大阪地区が依然プラス基調（＋０.４％）にあること、歳暮ギフ

ト前半戦はばらつきはあるものの総じて比較的堅調であったこと、回復途上の訪日外国人は

前の月と同水準（売上高：－７.４％、購買客数：－１９.４％）で推移したこと、などが報告されている。 

 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「１１月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 上旬から中旬にかけてこの時期としては暖かい空気に覆われやすく､全国的に気温が平年を上回る日が多かっ

た。また､上･中旬まで低気圧や南からの湿った気流の影響を受け､西日本を中心に曇りや雨の日が多かった。 

(2) 営業日数増減    ２９.９日（前年同月比±０.０日） 

  (3) 土･日･祝日の合計     １０日（    〃   ±０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 

     ①増加した：３２店、②変化なし：３３店、③減少した：６６店、④不明：４２店 

  (5) １１月歳時記（文化の日、勤労感謝の日、七五三、歳暮）の売上（同上） 

     ①増加した：２２店、②変化なし：４５店、③減少した：３５店、④不明：７１店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 

     ①増加する：２０店、②変化なし：７７店、③減少する：２６店、④不明：５０店 



 2 

地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 546 ,500 ,105 100 .0 -1 .9 (  -1 .6 )

10都市 354 ,715 ,868 64 .9 -1 .8 (  -0 .7 )

札幌 12,929,856 2.4 2 .2

仙台 7,901,301 1.4 11 .3

東京 137,367,840 25.1 -3 .0 (  -3 .9 )

横浜 32,017,737 5.9 -0 .5 (  -1 .2 )

名古屋 30,315,292 5.5 -3 .9

京都 20,966,593 3.8 -2 .3

大阪 70,185,214 12.8 0 .4 (  3 .9 )

神戸 14,468,869 2.6 -4 .6

広島 12,361,165 2.3 -0 .2

福岡 16,202,001 3.0 -5 .7 (  14 .5 )

10都市以外の地区 191 ,784 ,237 35 .1 -2 .1 (  -3 .3 )

北海道 2,969,291 0.5 -3 .4

東北 9,678,366 1.8 1 .7 (  -12 .3 )

関東 93,475,192 17.1 -1 .5 (  -1 .7 )

中部 14,580,670 2.7 -4 .0

近畿 18,513,869 3.4 -3 .1

中国 13,076,800 2.4 -4 .7

四国 9,870,049 1.8 -2 .4

九州 29,620,000 5.4 -2 .1 (  -4 .3 )

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 546 ,500 ,105 100 .0 -1 .9 (  -1 .6 )

紳士服・洋品 42,293,432 7.7 -2.2 (  -1.3)

婦人服・洋品 122,640,075 22.4 -2.8 (  -3.1)

子供服・洋品 11,932,885 2.2 -0.7 (  0.3)

その他衣料品 13,890,891 2.5 -3.7 (  -3.7)

衣　　料　　品 190 ,757 ,283 34 .9 -2 .6 (  -2 .6 )

身のまわり品 59 ,190 ,023 10 .8 -1 .7 (  -1 .5 )

化粧品 29,316,207 5.4 -1.5 (  -1.5)

美術・宝飾・貴金属 23,496,598 4.3 0.0 (  0.5)

その他雑貨 21,321,963 3.9 -4.5 (  -4.3)

雑　　　　　　貨 74 ,134 ,768 13 .6 -1 .9 (  -1 .7 )

家　　具 6,668,065 1.2 -3.4 (  -3.1)

家　　電 2,932,831 0.5 13.5 (  13.5)

その他家庭用品 18,108,161 3.3 -0.9 (  -1.0)

家　庭　　用　品 27 ,709 ,057 5 .1 -0 .2 (  -0 .2 )

生　鮮　食　品 35,694,574 6.5 -3.5 (  -3.4)

　菓　　子　 37,822,060 6.9 0.9 (  2.3)

　惣　　菜　 33,103,780 6.1 4.4 (  5.3)

その他食料品 57,315,910 10.5 -3.0 (  -3.0)

食　　　料　　　品 163 ,936 ,324 30 .0 -0 .8 (  -0 .3 )

食　堂　　喫　茶 14 ,044 ,909 2 .6 -1 .8 (  0 .3 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,848 ,742 1 .1 -6 .1 (  -7 .2 )

そ　　の　　他 10 ,878 ,999 2 .0 -7 .0 (  -8 .3 )

商　　　品　　　券 22 ,746 ,866 4 .2 -19 .1 (  -19 .2 )
注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2011年11月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高
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Ⅱ．地区別の動き  

 

  １．１０都市売上動向        －１.８％（店舗数調整後／５か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向   －２.１％（   〃   ／４か月連続マイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －１.８ －１.１  ５か月連続マイナス 

札 幌 ２.２ ０.１ ７か月ぶりプラス                                                                          

仙 台 １１.３ ０.１ ７か月連続プラス 

東 京 －３.０ －０.８ ５か月連続マイナス 

横 浜 －０.５ ０.０ ２か月ぶりマイナス 

名古屋 －３.９ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

京 都 －２.３ －０.１ ９か月連続マイナス 

大 阪 ０.４ ０.０ ２か月連続プラス 

神 戸 －４.６ －０.１ ７か月連続マイナス 

広 島 －０.２ ０.０ ５か月連続マイナス 

福 岡 －５.７ －０.１ ４０か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －２.１ －０.７ ４か月連続マイナス 

北海道 －３.４ ０.０ １３か月連続マイナス＊ 

東 北 １.７ ０.０ ２か月連続プラス＊  

関 東 －１.５ －０.３ ２か月ぶりマイナス 

中 部 －４.０ －０.1 ９か月連続マイナス 

近 畿 －３.１ －０.１ ２か月連続マイナス 

中 国 －４.７ －０.１ ５か月連続マイナス＊ 

四 国 －２.４ ０.０ ２か月ぶりマイナス 

九 州 －２.１ －０.１ ４か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 

から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

   主要５品目は、２か月ぶりに全品目がマイナスとなった。また、惣菜が７か月連続のプ 

ラス、美術・宝飾・貴金属が２か月ぶり(前年並)、菓子が３か月ぶり、家電が４か月ぶ 

りのプラスとなった。 

 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －１.９ ― ５か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －２.２ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

婦人服・洋品 －２.８ －０.６ ２か月ぶりマイナス 

子供服・洋品 －０.７  ０.０ ３か月連続マイナス 

その他衣料品 －３.７ －０.１ ４５か月連続マイナス 

衣料品 －２.６ －０.９ ２か月ぶりマイナス 

身のまわり品 －１.７ －０.２ ４か月連続マイナス 

化粧品 －１.５ －０.１ ２か月ぶりマイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ０.０  ０.０ ２か月ぶりプラス＊ 

その他雑貨 －４.５ －０.２ ４８か月連続マイナス＊ 

雑貨 －１.９ －０.３ ２か月ぶりマイナス 

家具 －３.４  ０.０ ４か月連続マイナス 

家電 １３.５  ０.１ ４か月ぶりプラス 

その他家庭用品 －０.９  ０.０ ４か月連続マイナス 

家庭用品 －０.２  ０.０ ４か月連続マイナス 

生鮮食品 －３.５ －０.２ ５か月連続マイナス＊ 

菓子 ０.９  ０.１ ３か月ぶりプラス＊ 

惣菜 ４.４  ０.３ ７か月連続プラス＊ 

その他食料品 －３.０ －０.３ ２か月ぶりマイナス＊ 

食料品 －０.８ －０.２ ５か月連続マイナス 

食堂喫茶 －１.８  ０.０ ４か月連続マイナス 

サービス －６.１ －０.１ １２か月連続マイナス 

その他 －７.０ －０.１ ５か月連続マイナス 

商品券 －１９.１ －１.０ ９か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・佐藤・西田まで 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 


